
 

令和６年度 珠洲市立蛸島小学校 前期学力向上プラン 
 

 
 

１ 授業づくり 
⑴ 現状と課題（Ｒ） 

児童の課題 現状と要因・根拠となるデータ 

相手に分か 
りやすく伝 
えるための 
力が不十分 
である。 
 

[現状と要因］ 
〇普段の授業や集会での交流の中で，意見や感想を言う際に，一番伝えたいことや注目したこと
について，少しずつ言えるようになってきた。 

〇問い返しや視覚的手立てを考えていくことで，児童の理解を深めることやねらい達成につなげ
ることができた。 

▲誤字脱字や主述のねじれなど，相手に分かりやすく伝えるための吟味する力が不十分な
表現が見られた。 

→誤答や資料提示などのねらい達成に迫る視覚的手立てや問い返しをもとに，問いに対する答
えを明確に表現するイメージを持たせる。 

・R5 後期：検証問題６３％，ノート検証９３％，アンケート９４％ 
・R5 ５年石川県評価問題の記述問題 国語３（２）３３％ 

本文の文章の空欄に，２つの資料から分かったことを書く。（自校採点） 
・R5 ６年全国学力調査質問紙  「友達と話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，

広げたりすることができている。」（強肯定１００％） 

⑵ 計画と実行（Ｐ・Ｄ）   
具体的取組 評価項目 評価 

・対話の内容がねらい達成につな
がるように視覚的手立てを講じ
る。 

・深めていくための視点を明確に
した問い返しをする。 

実施検証「相手に分かりやすく伝わる表現をしている。」（90％） 
    「対話の中で質問や意見を述べている。」（90％） 
    「深めていく視点を明確にして問い返す。」（100％） 
    「ねらい達成につながる視覚的手立てを講じる。」（100％） 
研究授業「相手に分かりやすく伝わる表現をしている。」（80％） 
    「対話の中で質問や意見を述べている。」（80％） 
児童アンケート「考えを聞いて，質問をしたり，意見や感想を

言ったりすることができた。」（90％） 
全校検証問題「相手に分かりやすく伝わる表現をしている。」（80％） 

 

⑶ 検証と改善（Ｃ・Ａ） 
月 評価方法（誰が，いつ） 結果 取組の成果○・課題▲ 

４ 
・ 
５ 

授業評価表（授業者 ５月３０日） 
授業参観シート 
児童アンケート（５月２２日） 
検証テスト（５月２０日） 

 ○ 
▲ 
▲ 

６ 
授業評価表（授業者 ２９日） 
授業参観シート 

  

７ 

授業評価表 
（授業者１０日） 
児童アンケート（１１日） 
検証テスト（１２日） 
教師アンケート（１６日） 

  

 
取組の成果○・課題▲ 

 
 
 
 
 
２ 基盤づくり 

目標 具体的取組 評価 
相手に分かりやすく伝わるよ
うに，質問や意見，感想を言う
ことができる。 

・集会や行事の際に対話の場面を設定し，意見を交流させる。 
・１００文字作文を全校で交流・振り返りをする時間を設ける。 
・７月にアンケートを実施し，授業改善に生かす。 

 

 

 

年間のゴールの姿 

相手に分かりやすく伝わるように，自分の考えを明確にして，主体的に表現することができる。 



 

 

令和６年度 珠洲市立蛸島小学校 前期学力向上プラン 
 

 
 

１ 授業づくり 
⑴ 現状と課題（Ｒ） 

児童の課題 現状と要因・根拠となるデータ 

根拠や理由 
を明確にし 
た表現が苦 
手である。 
 

[現状と要因］ 
〇問い返しや視覚的手立てを考えていくことで，児童の理解を深めることやねらい達成につなげ
ることができた。 

〇対話をすることで，自分の考えがより深まることが分かってきた。 
▲授業では教師の問い返しや視覚的手立て，児童同士の対話から表現できるようになってきた
が，検証問題や学力調査では，内容や条件を把握する力が弱く，自力で根拠や理由を明確に
した考えを表現することが難しかった。 

→重点事項や資料活用などの視覚的手立てや問い返しをもとに，問いに対する答えを明確に表
現するイメージを持たせる。 

[根拠となるデータ]  
・中期：検証問題６７％，ノート検証９４％，アンケート９０％ 
・４年石川県基礎学力調査 ８（２）８６％（石川県４８％） 
・５年石川県評価問題の記述問題 １（３）２（３）３（２）３３％（自校採点） 
・６年全国学力調査    ２（４）６６％（全国５６％） 

⑵ 計画と実行（Ｐ・Ｄ）   
具体的取組 評価項目 評価 

・対話の内容がねらい達成につな
がるように視覚的手立てを講じ
る。 

・学びを深める問い返しをする。 

実施検証「根拠や理由を明確に表現している。」（85％） 
    「対話の中で質問や意見を述べている。」（85％） 
    「根拠や理由が曖昧な部分について問い返す。」（100％） 
    「ねらい達成につながる視覚的手立てを講じる。」（100％） 
研究授業「根拠や理由を明確するために表現している。」（80％） 
    「対話の中で質問や意見を述べている。」（80％） 
児童アンケート「考えを聞いて，質問をしたり，意見や感想を

言ったりすることができた。」（90％） 
全校検証問題「根拠や理由を明確に表現している。」（70％） 

93％ 
93％ 

100％ 
86％ 
50％ 
50％ 
94％ 
 
63％ 

⑶ 検証と改善（Ｃ・Ａ） 
月 評価項目（誰が，いつ） 結果 取組の成果○・課題▲ 

１ 

授業評価表（授業者 ２９日）  震災直後の対面式・オンライン式併用授業のため未
実施。 
オンライン授業でも，問い返しを行うことで児童の
考えを深めることができた。 

２ 
・ 
３ 

１年生研究授業（２月２６日） 
特支（知的）研究授業        
（研究授業３月４日）※検証対象外 
授業評価表 
（授業者２月２６日と３月１０日） 
児童アンケート（３月１１日） 
検証テスト（３月１２日） 
教師アンケート（３月１６日） 

７５％ 
 
 

９３％ 
 

９４％ 
６３％ 
９５％ 

○対面の児童だけでなく，オンラインの児童も対
話などの意見交流ができるようになってきた。
意見や感想を言うときにはどこに注目したかに
ついて少しずつ言えるようになってきた。 

▲深めていくための視点をどこにするか明確にし
て問い返しをしていく。 

▲オンラインで参加する児童がいた場合，実物や
黒板の掲示が見づらいなど，視覚的手立てが難
しい場面があった。 

 
前期（Ⅰ期）取組の成果○・課題▲ 

○普段の授業や集会での交流の場面では，根拠や理由を明確にして，自分の意見・感想を持って話すこと
ができるようになってきた。 

▲検証問題では，根拠を示し表現できるようになってきたが，誤字脱字や主述のねじれなど，相手に分か
りやすく伝えるための吟味する力が不十分な解答があった。時間内に解いたり，その後の見直しをした
りして，よりよい表現につなげていく必要がある。 

 
２ 基盤づくり 

目標 具体的取組 評価 

年間のゴールの姿 

相手に伝わるように，根拠や理由を明確にして自分の考えを表現することができる。 
 

 

 



 

相手の考えに対して，聞いてい
る人に伝わるように質問や意
見，感想を言うことができる。 

・集会や行事の際に対話の場面を設定し，意見を交流させる。 
・１００文字作文を全校で交流・振り返りをする時間を設ける。 
・３月にアンケートを実施し，授業改善に生かす。 

〇 

 


